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　1778 年 2 月、ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart
（1756─1791）は、マンハイム＝パリ旅行の途中で知り合い、恋に落ちたアロイジア・ヴェ
ーバー Aloysia Weber（1760？─1839）のために、1 つのコンサートアリアを作曲した＊1。
　レチタティーヴォ《アルカンドロよ、私は告白する Arcandro, lo confesso》とアリア
《私は知らぬ、このやさしい愛情がどこからやってくるのか Non sò d’onde viene＊2》
KV294＊3 が、その曲である。教会音楽やオペラの大半が注文によって書かれたのと異な
り、この曲はモーツァルトが自分の意思で作曲したもので、彼の創作意図が如実に窺える。










　まず、3 つの自筆譜について、『新モーツァルト全集 Wolfgang Amadeus Mozart. Neue 
Ausgabe sämtlicher Werke （ 以 下、NMA）』 の 校 訂 報 告 に 沿 っ て 説 明 し て い こ う
（Küster 2002 : 114）。3 種の自筆譜とは、次のものを指す。
A:  Autographe Partitur, Stadtarchiv Hannover, Autographensammlung, Clemann, 
Signatur : 1558
A1 : Autographe Singstimme, Stadtarchiv Braunschweig, Signatur : H III C Nr. 209
─ 16 ─
＊1　モーツァルトはこの曲を含め 8 曲を彼女のために書いた。（KV294, 316, 383, 416, 178, 418, 419, 538）他に、





A2:  Autographe Singstimme, Bibliotheque nationale de France Paris, Signatur : Ms. 
234
　ハノーファー市立図書館にある全曲総譜（自筆譜 A）は 18 ページからなり、訂正がほ
とんど見られない浄書譜である。楽譜冒頭には「アマーデオ・ヴォルフガンゴ・モーツァ
ルト作曲、マンハイムのヴェーバー嬢のために、1778 年 2 月 24 日＊4」とモーツァルト自
身の署名がある。
　ブラウンシュヴァイク市立図書館が所蔵するパート譜（自筆譜 A1）は、アリア歌唱部
の 14 小節から 72 小節までを抜き出し装飾を付したもので、おそらく作曲されたのと同じ
頃に書かれたと考えられる。NMA では、本文楽譜の 14 小節から 72 小節まで、この装飾
稿が歌唱声部の上に並べて印刷されている（歌唱部分が 2 段になり、上段が装飾付の楽譜
である）（譜例 1 参照）。
譜例 1．NMA（アリア）　T. 14─16（歌唱部の上側が A1、下側が A）




＊4　“di Amadeo Wolfgango Mozart mpa 1778. Per la sig. Weber. à Manheim. li 24. di feb. ”










　このアリアは 1778 年 3 月 12 日に、マンハイムのヨハン・クリスティアン・イノセン
ツ・ボナヴェントゥーラ・カンナビヒ Johann Christian Innocenz Bonaventura Cannabi-
ch（1731─1798）の邸で催された音楽会で、前記アロイジアにより初演された。モーツァ








＊5　アロイジアは、1778 年にマンハイムで催された音楽会で初演を行ったが、その 5 年後の 1783 年 3 月 11
日ウィーンでの演奏会でも、この曲を歌い喝采を博した。モーツァルトは、その 1 ヵ月後、1783 年 4 月 12 日
付の父宛の手紙に「例のアリア《私は知らぬ、このやさしい愛情がどこからやってくるのか》の変奏（装飾
音）の声楽パートも一緒にお送りします」と書いているところから、3 月 11 日の演奏会で、自筆譜 A2 の改
訂稿を加えて演奏したものと推測される（海老沢、高橋　1995 : 359）。
＊6　NMA では付録の部に、楽譜前半を A、A1 併記、後半 117 小節以降を A2、と組み合わされた形で収録
されている（Mozart 1968 : 151─166）。なお 1882 年に Breitkopf & Härtel から出版された旧モーツァルト全集
では自筆譜 A のみを採用し、A1、A2 の装飾音は記載されていない。
＊7　本稿は装飾法を検討するものにつき、今回はこれに触れない。
＊8　下線は福地による。（以下、同じ）
＊9　“…Die Mad. Weber hat 2 arien von mir gesungen,… Cannabich hat gleich wie die aria aus war laut ge-
schrien : bravo, bravissimo maestro. veramente scritta da maestro. hier habe ich sie das erste mahl mit den 
instrumenten gehört. ich wollte wünschen sie hätten sie auch gehört, aber so wie sie da producirt, und ge-
sungen wurde, mit dieser accurateße im gusto, piano und forte. wer weis, vielleicht hören sie sie doch noch 
- ich hoffe es.”（Bauer II. 1962 : 327）
















ト（Johann Georg Leopold Mozart, 1719─1787）であろう。息子ヴォルフガングの生まれ






＊10　„“ à l’aria, Non sò d’onde viene che lei hà imparata da se steßa - non ho trovato niente à criticare o à 
corregere - lei me l’ha Cantata con quel gusto, con quel methodo, e con quella espreßione che ho desiderato 





















アヒム・クヴァンツ（Johann Joachim Quantz, 1697─1773）の著書『フルート奏法　Ver-














　モーツァルトの手紙で目に付くもう 1 つの言葉が「ポルタメント」である。彼は 1778
年 3 月 7 日の父宛手紙で、アロイジアの歌唱（試演）を激賞する際に、ポルタメントの意
─ 20 ─
＊14　もう 1 つの教則本『正しいクラヴィーア奏法 Versuch über die wahre Art das Clavier zu spielen』（第

























＊15　“ich wollte nur wünschen daß sie meine neue aria, von welcher ich ihnen neülich gemeldet habe, von 
ihr singen hörten, von ihr sage ich, denn sie ist ganz für sie gemacht ; ein Mann wie sie, der versteht was 
mit portamento singen heist, würde gewis ein sattsames vergnügen daran finden. （Bauer II. 1962 : 318）”
原語 訳詞
（a, a’）Non so d’onde viene わたしは知らぬ。
　Quel tenero affetto, この優しい愛情がどこからやってくるのか
　Quel moto che ignote 私の胸のうちに人知れず、
　Mi nasce nel petto, 生まれいずるあのときめき、
　Quel gel che le vene 血管を流れていく
　Scorrendo mi va. あの水のようなおののきが。
（b）Nel seno a destarmi 私の胸の中に、これほどにも強い争いの
　Sì fieri contrasti 気持ちがかきたてられるとなれば
　Non parmi che basti ひとり憐みの気持ちだけでは
　La sola pietà. 十分だと私には思えぬのだ。
　アリアは 3 部に分かれ次表のようになる。
区分 速度記号 概要 小節数 備考
Ⅰ Andante sostenuto 前奏 1─14 歌詞 a（1─6 行）
14─72 自筆譜 A1（14─72）に装飾
Ⅱ Allegro agitato 72─116 歌詞 b（7─10 行）
Ⅲ Tempo primo （≒I） 117─166 歌詞 a’（1─6 行）
終結部 167─172 自筆譜 A2（117─172）に装飾












＊16　ⅠとⅢでは歌詞を 3 回、Ⅱでは 2 回繰り返している。Ⅱの繰り返しでは、全く同じ旋律を用いているが、
ＩとⅢでは、類似した音型を含むものの、旋律はみな異なっている。
＊17　A─B─A の三部形式による一般的なダ・カーポ・アリアは、全 8 行から成り、A、B それぞれ前後半の 4
行を取る（服部　1983 : 1418）。
達する華麗なコロラトゥーラによる装飾を施している。





　モーツァルトが A1、A2 で行った装飾法は次の 8 つのタイプに分類することができる。









＊18　1778 年 7 月 30 日付書簡等で、作曲の動機がアロイジアへの宛書であることは明らかであるが、その後





＊20　自筆譜 A2 の一部は、歌詞の一部を音楽ごと入れ替えているため、自筆譜 A と比較する場合、対象とな












大分類 小計 A1 計 A1 の該当小節 A2 計 A2 の該当小節
倚音 14 13 19, 20, 22, 24, 30, 31, 
33, 34, 36, 41, 44b＊21, 
52, 53b,
1 131 （144）＊22
先取音 9 5 15, 26, 46, 46b, 47 4 129, 145 （135）
151 （141）, 152 
（142）
シュライファー 6 3 21, 25, 64 3 136─7（149a─150a）
125, 157b
迂回する装飾音型 16 7 19b, 23, 27, 44a, 48, 
53─54, 64b
9 121, 127, 128, 143, 
148 （138）, 150 
（140）
153 （143）, 156, 157
プラルトリラー 3 1 16 2 119, 143 （133）
リズムの変更 8 4 17, 43, 55, 56 4 124, 128, 141b （153b）
157
歌詞配分の変更 2 1 71 1 144 （134）
その他＊23 9 6 27, 29, 32, 33b, 58, 60 3 122, 130, 141 （153）
─ 25 ─
＊21　同じ小節の音のいくつかが異なる装飾を構成する場合がある時、a, b と区分した。
＊22　自筆譜 A2 の一部は、歌詞の一部を音楽ごと入れ替えているため、自筆譜 A と比較する場合、対象とな
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